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2022年3月01日 ウクライナ情勢下、切り返す日本株式市場 割安圏での値固めが進もう
2022年2月28日 ロシア・ウクライナ情勢を受けた世界経済・金融市場の見方の整理

 豪州準備銀行（RBA）は3月1日の金融政策決定会
合で、政策金利である翌日物金利の目標を0.1％で据
え置きました。

 RBAは声明文で、世界経済は新型コロナの影響からの
回復途上であるものの、足元のウクライナ情勢は新たな
不透明要因となっており、コモディティ価格の上昇がインフ
レを押し上げていると指摘しています。

 一方で、新型コロナのオミクロン型の感染縮小により、豪
州経済は引き続き底堅く推移していると評価しています。

2022年3月3日

豪中銀は金融政策を据え置き
物価と賃金の上昇見込みから、今夏にも利上げか

今夏にも利上げか、豪ドルは年後半にかけて堅調に推移する見込み

GDPは2四半期ぶりにプラス
労働市場も力強い回復が続く

 豪州の消費者物価指数は、RBAの物価目標の範囲に収まっているものの、今後はエネルギー価格の上昇な
どに伴ってインフレの上昇も予想されます。このためRBAは、実際のインフレ率が持続的にRBAの目標に収まる
まで利上げは行わないとしていますが、今後の物価や賃金の動向を見て、今夏にも利上げを開始すると予想
されます。一方、日銀は当面現在の金融緩和を継続すると見られます。また、足元のエネルギー価格の上昇
は豪ドルにとって追い風となることから、豪ドルの対円相場は年後半以降、堅調に推移すると見込まれます。

【豪ドル円レートと豪日金利差】

【消費者物価指数と政策金利】豪中銀は政策金利を据え置き
豪州経済は引き続き底堅い

 2021年10-12月期の実質GDP成長率は、前期比
＋3.4％と2四半期ぶりのプラス成長となりました。新型コ
ロナのデルタ型の拡大期に導入された、外出規制が昨年
10月に解除されたことで、個人消費が回復しました。

 2月に発表された1月分の雇用統計では、失業率
が4.2％と歴史的な低水準で、労働市場も力強く回復
しています。RBAは、失業率が更に低下し、賃金は一層
上昇すると見ています。

（注）データは2019年9月1日～2022年3月2日。
豪日金利差は2年国債利回りの差。

（出所）Bloombergのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

（注）消費者物価指数は2014年1-3月期～2021年10-12月期。
変動の大きい項目を除外したトリム平均値。
政策金利は2014年1月～2022年3月。

（出所）Bloombergのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成
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